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ハザードに伴う被害想定の検討ケース

※検討ケース数：①×②×③×④（⑦）×⑤×⑥＝２×４×３×３×２×４＝５７６ケース

項目 被害想定の手法（概要） 検討条件

１
建
物
被
害

1.1 揺れによる被害 ・建築年、木造・非木造の区分毎に計測震度との関係から算出。

① 震度分布：２ケース
1.2 液状化による被害

・建築年、木造・非木造（非木造については杭の有無）の区分毎に液状化による地盤沈
下量
と全壊率との関係から算出。

1.3 津波による被害 ・木造・非木造の区分毎の浸水深との関係から算出。
② 津波波源：４ケース
③ 施設条件：３ケース

1.4 急傾斜地崩壊による被害 ・危険度ランク別の崩壊確率から算出。 ① 震度分布：２ケース

1.5 地震火災による被害

① 出火件数に、化学薬品、危険物施設、ガス漏洩による出火を加える。
② 初期消火率については、阪神淡路大震災における事例により算出。
③ 自主防災組織による消火率を考慮する。
④ 消防力による鎮火を考慮（消防力については、覚知時間、消防車の走行速度・到達
距離、消防水利も考慮したシミュレーションにより決定。）

⑤ 8m/sに代えて、１％超過風速による延焼を考慮。

④ 季節・時間帯：３ケース
⑤ 風速別：２ケース

1.6 津波火災による被害
＜定性的＞

・東日本大震災の調査結果を踏まえ、津波火災の出火要因や被害の様相を定性的に明示。－

２
落
下

物
等

2.1 ブロック塀・自動販売機等
の転倒

(1)ブロック塀等:地表最大加速度における被害率より算出。
(2)自動販売機:震度分布における被害率より算出。 ① 震度分布：２ケース

2.2 屋外落下物の発生 ・震度分布における屋外落下物を算出。

３
人
的
被
害

3.1 建物倒壊による被害 ・木造・非木造の区分毎に死傷者数を算出。なお、時間別の建物内滞留率を考慮。 ④ 季節・時間帯：３ケース

3.2 津波による被害

・避難行動（避難の有無、避難完了時刻）から、避難未完了率を算定し、浸水深毎の死
者率により算出（海水浴客等観光客を考慮）。
・津波避難ビルの効果（有無）についても、別途検証。
但し、津波浸水想定で検討した堤防・水門等の被災条件を反映する。

⑥ 避難行動別：４ケース
(呼びかけ、避難開始迅速
化、早期避難率高・低）
⑦ 避難昼夜別：２ケース
（昼・夜：火災のシーンと連動）

3.3 急傾斜地崩壊による被害 ・急傾斜地崩壊に伴う全壊棟数から算出。 ④ 季節・時間帯：３ケース

3.4 火災による被害
・出火家屋からの逃げ遅れ、倒壊家屋内の救出困難者、延焼拡大の逃げまどいにおける
死傷者数を算出。なお、屋内滞留人口を考慮。

④ 季節・時間帯：３ケース
⑤ 風速別：２ケース

3.5 ブロック塀・自動販売機等の

転倒、屋外落下物による被害
・地表震度毎におけるブロック塀転倒等における死傷者数を算出。なお、時間帯を考慮。

④ 季節・時間帯：３ケース
3.6 屋内収容物移動・転倒、屋

内落下物による被害
・地表震度毎における屋内落下物等による死傷者数を算出。なお、屋内滞留人口を考慮。

3.7 揺れによる建物倒壊に伴う
要救助者(自力脱出困難者)

・木造・非木造毎の建物全壊状態から算出。
なお、屋内滞留人口を考慮。

3.8 津波被害に伴う要救助
者・要捜索者

要救助者:津波最大浸水深よりも高い階に滞留する者を要救助者として算出。
要捜索者:津波による死傷者を要捜索者とする。

⑥ 避難行動別：４ケース（呼
びかけ、避難開始迅速化、
早期避難率高・低）

⑦ 避難昼夜別：２ケース
（昼・夜：火災のシーンと連動）
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①震度分布ケース

図 工学的基盤位置計測震度最大ケース図 対象断層モデル図

大阪府内で震度が大きくな
る南海トラフの震源ケース
は、東側ケースと陸側ケー
ス。（２ケース）

最大の被害が想定され
る陸側ケースとする。
（１ケース）
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②③津波の波源・施設条件ケース

図 対象津波断層モデル図

護岸・堤防高 水門 陸閘

条件１
地震時沈下量を考慮

開放

条件２ 閉鎖

条件３ 地震時沈下量なし 開放 閉鎖

表 施設条件

津波の波源ケース：４ケース

施設条件 ：３ケース

計 ：１２ケース

各ケースの浸水体積の合計が
最大となる波源ケース④・施設
条件１とする。（１ケース）
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津波浸水体積の比較

ケース３ ケース４

条件１ 条件2 条件３ 条件１ 条件2 条件３

浸水体積

（百万m3）
１１９ １１３ ４４ １２０ １１２ ４２

ケース５ ケース10

条件１ 条件2 条件３ 条件１ 条件2 条件３

浸水体積

（百万m3）
１１３ １０５ ３６ １１６ １１０ ３８
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④地震火災ケース（季節・時間帯）

• 地震火災は、冬深夜、夏12時、冬18時。（３ケース）

• 内閣府の公表結果から、地震火災による被害が最
大となるのは、冬18時（火気使用が最も多い時間
帯）のケースと想定される。

• ただし、後述する津波による人的被害のケースと
の整合を考慮し、夏12時についても対象とする。
（２ケース）
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⑤地震火災ケース（風速別）

• 想定する風速は、平均風速、超過確率１％の風速。
（２ケース）

• 平均風速よりも大きい超過確率１％の風速とする。
（１ケース）

6



⑥津波による被害ケース（避難行動別）

• 避難行動別に、①全員が発災後すぐに避難を開始した
場合、②早期避難者比率が高く、さらに避難の呼びかけ
が効果的に行われた場合、③早期避難者比率が高い場
合、④早期避難者比率が低い場合。（４ケース）

• 避難行動による効果を見るため、早期避難者比率が低
い場合と全員が発災後すぐに避難を開始した場合とす
る。（２ケース）
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⑦津波による被害ケース（避難時間別）

• 昼間発災に比べ、夜間発災の場合は、避難が遅れ
ることが予測されるため、昼間、夜間。（２ケース）

• 大阪市内の昼間人口が多いため、昼間発災の場合
と夜間発災の場合とする。（２ケース）
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今回対象とする被害想定ケース

項 目 検討条件 ケース数

震度分布 陸側ケース 1ケース
津波波源・
施設条件

波源：ケース４
施設条件：条件１ １ケース

地震火災 季節・時間帯 冬18時 夏１２時 ２ケース

風速別 1％超過確率風速 １ケース

津波避難 行動別 早期避難者比率が
低い場合 ２ケース

発災後すぐに避難
した場合

時間帯 夜間 昼間 ２ケース

組合せ合計 ４ケース
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